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長
崎
地
本
は
、
４
月
18
日
（
水
）、
平
成

30
年
度
前
期
地
本
部
員
集
合
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
本
訓
練
は
、「
地
本
部
員
と
し
て

の
識
能
向
上
を
図
る
。」
を
目
的
と
し
、
長

崎
地
本
の
全
部
員
が
集
合
し
て
年
２
回
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

訓
練
は
、
前
・
後
段
に
区
分
し
、
午
前
の

前
段
訓
練
は
、
陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地
に

お
い
て
、
体
力
検
定
（
測
定
）
を
実
施
し
炎

天
下
、
受
検
者
全
員
が
各
種
目
に
真
剣
に
取

り
組
み
、
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
基
準
に
到

達
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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第
２
次
大
戦
中
の

軍
艦
を
女
性
に
擬
人
化

し
て
対
戦
す
る
ゲ
ー
ム

と
し
て
近
年
ブ
ー
ム
に

な
っ
て
い
る
「
艦
隊
こ

れ
く
し
ょ
ん
」
の
旧
海

軍
鎮
守
府
め
ぐ
り
イ
ベ

ン
ト
が
、
３
月
17
日

（
土
）、
18
日
（
日
）
佐

世
保
市
で
開
催
さ
れ
、

県
内
の
み
な
ら
ず
九
州

各
県
や
東
京
な
ど
か
ら
、

小
学
生
か
ら
年
配
の
方

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

長
崎
地
本
で
は
、
17

日
に
広
報
ブ
ー
ス
を
出

展
し
、
護
衛
艦
や
潜
水

艦
の
写
真
パ
ネ
ル
の
展

　

午
後
か
ら
の
後
段
訓
練
は
、
本
部
長
か
ら

平
成
30
年
度
の
地
本
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
、

「
継
続
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
を
今
年
度
も

誠
実
に
や
っ
て
い
こ
う
。」
と
訓
辞
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
じ
後
、
部
外
講
師
を
招
き
、
人
材

育
成
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
教
育
、
引

き
続
き
本
部
計
画
の
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
市
内
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
た
意
見

交
換
会
で
は
、
部
員
約
１
０
０
名
が
一
堂
に

会
し
、
３
月
以
降
の
転
入
者
等
の
紹
介
、
昨

年
度
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
部
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

長
崎
地
本
が
本
部
長
を
中
心
に
一
丸
と
な
っ

て
目
標
を
達
成
す
る
決
意
を
新
た
に
し
閉
会

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

示
や
制
服
の
試
着
、

グ
ッ
ズ
の
展
示
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
な

か
で
も
、
人
気
が
あ
っ

た
の
が
、
制
服
試
着

コ
ー
ナ
ー
で
、
色
々

な
制
服
を
試
着
し
て

は
パ
ネ
ル
の
前
で
記

念
撮
影
を
す
る
人
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
自
衛
隊

を
ア
ピ
ー
ル
出
来
た

こ
と
で
、
多
く
の
方
に

自
衛
隊
の
活
動
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
佐
世
保
所
）

平成３０年度前期地本部員集合訓練

「平成 30 年度第 1 回海自見学ツアー」を開催

　

島
原
地
域
事
務
所
は
、３
月
11
日
（
日
）、

南
島
原
市
須
川
港
多
目
的
防
災
広
場
で
開

催
さ
れ
た
東
日
本
・
熊
本
復
興
支
援
「
リ

メ
ン
バ
ー
３
・
11
」
に
参
加
し
、
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
復
興
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
き
な
自
然

災
害
を
経
験
し
、
全
国
か
ら
の
あ
た
た
か

い
支
援
を
受
け
て
復
興
を
成
し
遂
げ
た
島

原
半
島
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本

大
地
震
の
被
災
地
の
現
状
や
支
援
に
関
心

を
持
ち
、
日
頃
か
ら
防
災
の
準
備
や
知
識

を
深
め
て
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

回
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
、
海
自
佐
世
保
基
地
か
ら
輸
送
艇

１
号
が
来
航
し
一
般
公
開
、
陸
自
か
ら
は

第
16
普
通
科
連
隊
の
軽
装
甲
機
動
車
、
パ

ジ
ェ
ロ
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
展
示
、
そ
し
て

長
崎
地
本
か
ら
ミ
ニ
制
服
の
試
着
、
東
日

本
・
熊
本
震
災
に
お
け
る
活
動
パ
ネ
ル
の

掲
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
パ
ト
カ
ー
や
防
災
ヘ
リ
の
訓

練
展
示
、は
し
ご
車
の
体
験
搭
乗
、ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
（
太
鼓
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

地
元
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
出
演
）、
東
日
本
や

地
元
南
島
原
の
物
産
展
等
が
あ
り
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
海
自
の
輸
送
艇
１
号
の
入
港
や

陸
自
車
両
の
展
示
の
効
果
と
好
天
の
た

め
、
過
去
６
年
間
で
一
番
の
人
出
と
な
り

ま
し
た
。

  

特
に
自
衛
隊
ブ
ー
ス
に
は
約
１
，

5
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
主
催
者

の
『
が
ま
だ
せ
東
北
・
熊
本
復
興
支
援
実

行
委
員
会
』
の
隈
部
会
長
（
南
島
原
市
議
）

か
ら
自
衛
隊
の
協
力
に
感
謝
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
原
所
）

「艦これ」 イベントに出展　

な
ど
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
下
さ
い
。（
広
報
室
）

　

長
崎
地
本
は
、
4
月
15
日

（
日
）、
佐
世
保
の
海
上
自
衛

隊
関
連
施
設
に
お
い
て
、「
平

成
30
年
度
第
1
回
海
自
見
学

ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
高
校

生
11
名
（
1
年
生
3
名
、
2

年
生
3
名
、
3
年
生
5
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
海
上

自
衛
隊
佐
世
保
史
料
館
（
セ

イ
ル
タ
ワ
ー
）
と
佐
世
保
基

地
所
属
の
護
衛
艦
「
あ
さ
ゆ

き
」
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
セ
イ
ル
タ
ワ
ー

で
は
、
海
上
自
衛
隊
の
歴
史

と
現
在
の
活
動
状
況
の
説
明

を
受
け
、
海
上
自
衛
隊
が
、

制
服
や
旗
信
号
（
旗
の
種
類

を
組
み
合
わ
せ
て
伝
文
を
送

る
）、
し
つ
け
事
項
な
ど
が

旧
海
軍
か
ら
継
承
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
た
と
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
護
衛
艦
「
あ
さ
ゆ

き
」
に
場
所
を
移
し
て
、
護
衛
艦

の
装
備
や
艦
内
を
見
学
し
、
セ
イ

ル
タ
ワ
ー
で
の
説
明
が
、
実
際
に

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
乗
員
か
ら
生
活
や
勤

務
の
様
子
を
直
接
聞
け
、
疑
問
や

不
安
が
払
拭
さ
れ
る
な
ど
有
意
義

な
見
学
と
な
り
ま
し
た
。　

　

参
加
者
か
ら
は
「
海
上
自
衛
隊

へ
の
疑
問
が
解
け
た
。」「
護
衛
艦

に
興
味
が
沸
い
た
。
受
験
を
前
向

き
に
考
え
た
い
。」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
、
海
上
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
が
深
ま
っ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

長
崎
地
本
で
は
、
陸
・
海
・

空
自
部
隊
の
見
学
ツ
ア
ー
を　
　
　

毎
月
開
催
し
て
お
り
ま
す
。特
に
、

中
・
高
校
生
や
そ
の
ご
家
族
の
方
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イ
ベ
ン
ト
情
報

　
雲
仙
市
図
書
館
ま
つ
り
「
は
た
ら
く
車
大
集
合
」
を
支
援

諫
早
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

　

第
22
航
空
群
（
群
司
令
・
大

町
克
士 

海
将
補
）
は
、
３
月

６
日
（
火
）
早
朝
「
大
村
湾
を

き
れ
い
に
す
る
会
大
村
支
部

（
大
村
市
環
境
保
全
課
が
事
務

局
）」
が
主
催
す
る
大
村
湾
沿

岸
一
斉
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

同
会
は
、
昭
和
58
年
発
足
以

来
、
大
村
湾
の
美
し
い
海

を
守
る
た
め
、
大
村
市
役

所
、
企
業
や
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
環
境
美
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
湾
に
面

し
て
い
る
大
村
航
空
基
地

で
も
、
春
季
と
夏
季
に
行

わ
れ
る
本
活
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
肌
寒
さ
が
残

る
も
の
の
天
候
に
恵
ま
れ
、

基
地
の
隊
員
約
１
１
７
名

が
約
２
Ｋ
ｍ
の
基
地
西
側

海
岸
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

収
拾
し
た
ご
み
の
量
は

全
部
で
約
１
８
０
ｋ
ｇ
（
流

木
、
ビ
ニ
ー
ル
容
器
、
空

き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）

で
あ
り
、
前
年
同
時
期
の

収
拾
量
３
５
０
ｋ
ｇ
に
比

べ
半
減
し
て
お
り
、
隊
員

　

島
原
地
域
事
務
所
は
、
３
月
４

日
（
日
）、
第
13
回
雲
仙
市
図
書
館

ま
つ
り
「
は
た
ら
く
車
大
集
合
」

に
第
16
普
通
科
連
隊
の
車
両
支
援

を
受
け
て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

雲
仙
市
教
育
委
員
会
と
同
市
図

書
館
が
主
催
し
た
本
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
警
察
・
消
防
や
電
力
会
社
等

の
民
間
企
業
、
農
業
な
ど
幅
広
い

業
種
の
車
両
を
展
示
し
、
子
供
た

ち
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
か
ら
は
軽
装
甲
機
動
車
、

高
機
動
車
、
パ
ジ
ェ
ロ
、
偵
察
用

オ
ー
ト
バ
イ
を
展
示
し
ま
し
た
。

特
に
、
軽
装
甲
機
動
車
の
乗
車
や

ミ
ニ
制
服
の
試
着
は
子
供
た
ち
に

大
人
気
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
展
示
し
て
い
た

救
急
車
が
緊
急
出
動
す
る
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
あ
り
、「
は
た
ら
く
車
」
の

活
動
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

通
し
て
、数
多
く
の
「
は
た
ら
く
車
」

の
中
で
も
、
た
く
さ
ん
の
子
供
た

ち
が
自
衛
隊
装
備
に
興
味
や
憧
れ

を
持
っ
て
貰
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
原
所
）

「
大
村
航
空
基
地
隊
員
に
よ
る
大
村
湾
環
境
美
化
活
動
」

投
稿

　

諫
早
地
域
事
務
所
は
、
４
月
22

日
（
日
）、
諫
早
市
役
所
前
広
場
で

開
催
さ
れ
た
「
第
５
回
諫
早
グ
ル

メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
諫
早
市
内
の

「
い
い
お
店
と
、
い
い
食
材
」
を

地
元
の
方
に
再
発
見
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
今
年
で
5
回

目
を
む
か
え
、
会
場
に
は
約

2
万
5
千
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

今
回
、
所
は
募
集
広
報
ブ
ー

ス
を
設
置
し
、
第
16
普
通
科
連

隊
の
支
援
を
受
け
、
軽
装
甲
機

動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
に
よ
る
車

両
展
示
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

諫
早
市
内
に
は
自
衛
隊
の
部

隊
が
な
く
、
日
頃
あ
ま
り
見
る

こ
と
の
な
い
自
衛
隊
車
両
を
前

に
、
約
１
６
０
０
名
の
方
が

ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
展
示
車
両
と

一
緒
に
写
真
撮
影
し
た
り
、
車

両
の
性
能
・
特
性
を
質
問
す
る

な
ど
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
自
衛
隊

車
両
を
初
め
て
見
ま
し
た
が
、

カ
ッ
コ
よ
く
、
感
動
し
ま
し
た
。

今
後
も
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
展

示
し
て
下
さ
い
。」
と
の
言
葉

を
頂
く
な
ど
、
自
衛
隊
の
広
報

効
果
を
十
分
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

諫
早
所
で
は
、
今
後
も
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
自

衛
官
募
集
広
報
を
積
極
的
に

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
諫
早
所
）

達
は
こ
の
活
動
の
継
続
が
大
村
湾

の
環
境
美
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
村
所
）　　
　
　

　

長
崎
防
衛
協
会
（
植
松
会
長
以
下
21
名
）

は
、
平
成
30
年
２
月
26
日
（
月
）
か
ら
27
日

（
火
）
の
２
日
間
、
沖
縄
の
部
隊
研
修
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
15
旅
団
長
へ

の
表
敬
及
び
戦
史
模
型
見
学
等
の
研
修
、
２

日
目
は
、
海
上
自
衛
隊
第
５
航
空
群
司
令
及

び
航
空
自
衛
隊
南
西
航
空
方
面
隊
司
令
官
へ

の
表
敬
、
概
況
説
明
等
の
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

研
修
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
沖
縄
部
隊
の

厳
し
さ
を
知
る
と
と
も
に
沖
縄
の
地
で
勤
務

し
て
い
る
隊
員
の
姿
や
施
設
等
を
見
る
事
が

で
き
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長崎防衛協会部隊研修投稿

地本マスコット募集中 !!
　現在、長崎地本では「長崎
地本マスコットキャラクター」
を募集しています。
　応募に関する詳細は WEB を
ご覧ください。皆様のご応募
をお待ちしております！


